
2025年度 新潟聖籠病院 感染対策研修
2025年8月20日・27日 15：00～15：45
会場：新潟聖籠病院会議室

Let's keep our hands clean.
感染対策の基本 手指衛生について

新潟聖籠病院 院内感染対策室
感染管理特定認定看護師

寺井 美樹
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細菌は肉眼で見えない

殺菌について | 三協エアテック株式会社 (sat.co.jp)引用
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感染対策に適切とされるマスク
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耐久性の高い手袋
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重要ポイント！

手指衛生
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頭側の柵

皮膚の常在菌は
20分で2倍に
40分で4倍に増殖
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一般社団法人 日本呼吸器学会 成人肺炎診療ガイドライン2024参考

12



医療・介護関連肺炎(NHCAP) 原因菌
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アルコール消毒で不活化される
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アルコール消毒で不活化される



百日咳菌は、アルコール消毒で不活化される
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新型コロナウイルスには、
アルコールの手指消毒は有効
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エンベロープウイルスは、
アルコール消毒で不活化される
(エンベロープウイルス≒膜があるウイルス)

• 新型コロナウイルス

• サル痘ウイルス

• 単純ヘルペスウイルス

• 水痘・帯状疱疹ウイルス

• EBウイルス

• サイトメガロウイルス

• ヒトヘルペスウイルス

• 風疹ウイルス

• ヒト免疫不全ウイルス

• インフルエンザウイルス

• ムンプスウイルス

• 麻疹ウイルス

• ヒトRSウイルス

• ヒトメタニューモウイルス

• デングウイルス 等
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重要ポイント！
無意識に触ってしまう手を衛生的に保つこと20



部屋を出る前に手洗い
ではありません
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手袋を外したら
アルコール手指消毒
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医療現場における手指衛生の基本
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医療現場における手指衛生の基本

手が目に見えて汚れているとき、血液や体液が付着したと考えられる場合

流水と石鹸による手洗い (カテゴリーⅠA:強く推奨)

手が目に見えて汚れていない場合

アルコールベースの手指消毒剤で擦式消毒 (カテゴリーⅠA:強く推奨)
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医療現場における手指衛生の基本

0

5

10

4月 5月 6月

アルコール手指消毒 手洗い石鹸

アルコール手指消毒剤の使用量は
手洗い石鹸の量よりも多い事が望ましい
(使用量／1患者・日)

多い
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アルコール消毒で不活化される細菌やウイルスが多く
且つ、簡易的・短時間(15秒程度)で不活化される
手荒れ予防に繋がる



アルコール消毒が効きにくいと
されるのは？
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アルコール消毒が効きにくいと
されるのは？

クロストリディオイデス・ディフィシル

※クロストリディオイデス・ディフィシル感染症
Clostridioides difficile infection：CDI
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アルコール消毒が効きにくいと
されるのは？

29



エンベロープがないウイルスは、
アルコール消毒が効きにくい
(エンベロープがない≒膜がない)

エンベロープがない
→膜がなくても生存できる

→胃酸にも強い
→アルコール消毒で不活化されにくい
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エンベロープがないウイルスは、
アルコール消毒が効きにくい
(エンベロープがない≒膜がない)

アルコール消毒が効きにくいウイルスは、
消化器に滞在し便からウイルス排出
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エンベロープがないウイルスは、
アルコール消毒が効きにくい
(エンベロープがない≒膜がない)

胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等
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胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等

食べ物を介して感染することもある
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胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等
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メインは飛沫感染



胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等

妊婦がパルボウイルスに感染すると
胎盤を通じて、胎児が感染する可能性がある
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メインは飛沫感染



胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等

一般社団法人 日本臨床獣医学フォーラムホームページより引用

犬特有の感染症で人には感染しない
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胃酸にも壊れにくい
消化器に滞在し便からウイルス排出

• ノロウイルス
• ロタウイルス
• パルボウイルス(ヒトは例外)
• エンテロウイルス
• コクサッキーウイルス
• A型肝炎ウイルス
• E型肝炎ウイルス 等ヘルパンギーナ

手足口病
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目に見える汚染や体液・血液が手に触れた時

排便処置後に手袋を外した後

(排便後のオムツ交換含む)

配膳・食事介助の前

患者に触れる前

清潔・無菌操作の前

体液に暴露された可能性がある時

患者に触れた後

患者周辺の物品に触れた後

手袋交換前後

石鹸と流水による手洗い

アルコール擦式消毒
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手袋は、手指衛生の代わりではありません
不要な時は、手袋は外す
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